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郡
市
内
の
二
大
会
に
優
勝
し
た
田
沢
中
野
球
部
員

三
校
そ
ろ

　
六
月
は
、
卜
日
、
．
卜
久
甫
一
麦
筑

場
に
開
催
さ
れ
た
郡
巾
田
γ
校
陸
上

大
会
を
皮
切
り
に
、
新
潟
日
報
旗
争

奪
野
球
大
会
、
県
青
年
大
会
、
郡
市

中
学
校
球
技
大
会
な
ど
多
く
の
対
外

試
合
が
行
わ
れ
た
月
で
あ
っ
た
が
、

各
大
会
に
お
け
る
当
村
勢
の
活
躍
は

め
ざ
ま
し
か
っ
た
。

な
か
で
も
日
報
旗
争
奪
大
会
と
郡
市

大
会
の
、
づ
の
優
勝
を
獲
得
し
た
田

沢
中
野
球
部
と
、
一
年
連
続
優
勝
を
と

げ
た
田
沢
山
ー
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
の

活
躍
が
め
だ
つ
他
、
倉
俣
中
女
ヂ
排

球
部
、
貝
野
中
野
球
部
が
そ
れ
ぞ
れ

中
越
大
会
へ
の
鵡
場
を
決
め
た
事
が

注
目
さ
れ
る
．

中
越
大
会
出
場
の
選
手
達
の
健
闘
を

い
の
り
た
い
。

◎
郡
巾
甲
γ
校
陸
上
大
会

　
村
山
　
郁
夫
苗
沢
中
V

　
　
　
　
　
四
百
M
　
　
一
位

　
　
　
　
　
二
百
M
　
　
二
位

　
桑
原
　
松
由
（
田
沢
中
〉

　
　
　
　
　
砲
丸
投
　
　
一
位

、

冨
井
　
孝
（
田
沢
中
）

　
　
　
　
　
走
巾
と
び
四
位

　
　
　
　
　
三
段
と
び
　
四
位

服
部
　
勝
志
（
田
沢
中
）

　
　
　
　
　
走
高
と
び
　
　
位

滝
沢
は
る
み

『1司

橋八
　　　1

延M
江ハ

（
田
沢
中
）

百
M

ー
ド
ル

（
貝
野
中
）

走
高
と
び

位位
一
位

つ

て
中
越
大
A
置
へ

　
　
　
　
　
　
三
種
競
技
　
二
位

　
吉
楽
優
子
（
貝
野
中
）

　
　
　
　
　
　
．
二
種
競
技
　
一
位

中
越
大
会
は
7
月
8
～
9
日

　
　
　
　
　
　
　
　
長
岡
市
で
。

◎
新
潟
日
報
旗
争
奪
野
球
大
会

　
田
沢
中
6
1
3
中
条
中

　
田
沢
中
　
7
－
0
　
水
沢
中

　
　
決
勝

　
田
沢
中
3
1
2
南
中

◎
郡
巾
田
字
校
球
技
大
会

　
（
野
球
）

　
貝
野
中
　
3
1
2
　
吉
田
中

貝
野
中
　
5
1
1
　
十
日
町
中

貝
野
中
　
8
1
0
　
津
南
中

田
沢
中
　
2
－
0
　
中
条
中

田
沢
中
　
6
1
2
　
、
麦
禾
中

田
沢
中
　
5
1
0
　
水
沢
中

　
決
勝

田
沢
中
　
2
1
0
　
貝
野
中

　
（
女
子
籠
球
〉

田
沢
中
5
4
1
3
1
塗
闇
中

田
沢
中
35
1
3
1
南
中

　
　
決
勝

田
沢
中
　
訂
－
婚
　
十
日
町
中

　
（
男
子
籠
球
）

田
沢
中
二
位

　
へ
女
子
排
球
）

倉
俣
中
二
位

中
越
大
会
は
7
月
2
5
～
2
7
日
。

野
球
は
長
岡
、
女
子
籠
球
は
十
日
町

中
、
男
子
籠
球
は
越
路
中
、
排
球
は

加
茂
市
の
各
会
場
で
。

◎
県
青
年
大
会
郡
予
選

　
（
野
球
）

中
里
　
4
1
2
川
西

中
里
8
1
2
塗
閨

　
（
籠
球
）

　
　
　
9
1
6

中
里
5
　
4

中
里
0
2
1
4
9

　
　
　
　

（
男
子
排
球
）

中
里
三
位

（
剣
道
）

中
里
二
位

需　　川
　　　西

野
球
、
籠
球
は
7
月
1
0
日
三
条
市
で

行
わ
れ
る
中
越
大
会
へ
。

”
成
人
式
昌

　
　
　
　
1
6
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
今
年
の
成
人
式
は
ヒ
月
十
六
日
、

午
前
九
時
半
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
昭
和
3
0
年
4
月
2
日

～
31
年
4
月
1
日
迄
に
生
れ
た
者
で

村
内
に
住
所
も
し
く
は
本
籍
を
有
す

る
人
と
な
っ
て
お
り
、
区
、
長
を
通
じ

て
参
加
希
望
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
当
日
参
加
す
る
事
も

で
き
ま
す
の
で
多
数
参
加
さ
れ
ま
す

よ
う
希
望
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
当
日
の
受
付
け
は
八
時
半
よ

り
行
い
ま
す
。
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
i
建
設

　
　
　
清
津
峡
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
も
着
工

　
去
る
七
月
十
二
日
に
招
集
さ
れ
た

第
二
回
村
議
会
臨
時
会
議
に
お
い
て

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
が
決
定

さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
す
で
に

と
り
こ
わ
し
が
終
了
し
た
旧
役
場
庁

舎
跡
に
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
来
年
三
月
杢
元
成
を
め
ざ
し

て
間
も
な
く
着
工
さ
れ
る
見
通
し
と

な
っ
た
。

　
上
越
市
の
西
田
勇
設
計
室
に
よ
る

設
計
で
、
長
岡
市
の
渡
長
建
設
が
請

負
っ
た
同
セ
ン
タ
ー
の
総
工
費
は
八

、
二
五
〇
万
円
。
一
部
地
下
一
階
、

地
上
三
階
の
四
階
建
て
で
総
床
面
積

が
一
九
五
・
六
三
坪
。

　
地
下
は
宿
直
室
、
前
室
、
機
械
室
、

倉
庫
。
一
階
に
は
男
、
女
浴
室
を
は

じ
め
事
務
室
、
回
復
訓
練
室
、
面
接

室
、
健
康
相
談
室
な
ど
、
二
階
に
は

和
室
の
研
修
室
、
図
書
室
は
じ
め
趣

味
の
品
物
づ
く
り
に
も
役
立
て
ら
れ

る
作
業
室
、
更
に
三
階
に
は
ス
テ
ー

ジ
を
備
え
た
集
会
室
（
和
室
）
が
つ

く
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
地
上
の
各
階

を
む
す
ぶ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設
け
ら

れ
る
こ
と
が
大
き
な
特
色
と
な
っ
て

い
る
。

　
又
、
清
津
峡
地
区
に
は
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
十
月
末
の
完
成
を
め
ざ
し
て
、
近

く
着
工
さ
れ
る
。
一
、
二
階
合
せ
て

約
六
〇
坪
の
改
善
セ
ン
タ
：
は
一
階

に
相
談
兼
保
育
室
と
生
活
改
善
実
習

室
が
あ
り
、
一
部
保
育
所
を
併
設
す

る
の
が
特
徴
で
二
階
に
は
農
林
漁
業
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研
修
室
と
大
集
会
室
と
な
っ
て
い
る

写
真
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
予

想
図
（
上
）
と
旧
役
場
庁
舎

写”｝讐　1牌哩｝∵…》『讐
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秋
野
菜
の
根
こ
ぶ
病
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
ぎ
ま
し
ょ
・
つ

　
年
々
畑
地
の
利
用
が
減
少
し
、
野

菜
の
作
柄
が
悪
く
な
っ
て
き
ま
し
た

そ
し
て
、
野
沢
菜
な
ど
の
ア
ブ
ラ
ナ

科
の
野
菜
に
根
こ
ぶ
病
の
発
生
が
増

え
、
冬
期
間
に
必
要
な
野
菜
の
生
産

が
減
少
し
て
き
ま
し
た
。

長
野
県
な
ど
で
は
こ
の
根
こ
ぶ
病
を

防
除
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
調
べ
て

み
ま
す
と
堆
厩
肥
、
石
灰
の
増
施
と

輪
作
に
よ
っ
て
農
薬
を
使
わ
ず
に
防

止
し
て
い
る
農
家
が
多
い
と
分
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
病
害
は
全
国

的
な
問
題
で
、
各
地
域
の
農
業
試
験

場
が
試
験
を
重
ね
て
お
り
、
近
い
将

来
発
生
の
極
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
根
こ
ぶ
病
を
防
い
で
秋
野
菜
を

増
産
し
ま
し
ょ
う
。

い
ろ
い
ろ
な
資
料
や
経
験
か
ら
根
こ

ぶ
病
に
つ
い
て
わ
か
り
易
く
述
べ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

根
こ
ぶ
病
の
病
菌
に
つ
い
て
み
る
と

q
大
崎
菜
、
野
沢
菜
、
白
菜
、
カ
ブ
、

　
大
根
な
ど
に
寄
生
し
て
根
に
こ
ぶ

を
形
成
し
ま
す
。

②
病
、
原
菌
は
、
こ
ぶ
の
中
に
だ
け
存

　
在
し
ま
す
。

恰
病
．
原
菌
は
多
湿
、
酸
化
、
高
温
を

　
好
み
ア
ル
カ
リ
性
と
乾
燥
に
弱
い

　
と
い
わ
れ
ま
す
。
　
（
こ
の
こ
と
は

　
防
除
に
最
も
関
連
が
あ
り
ま
す
）

　
種
を
ま
い
て
か
ら
二
〇
日
ほ
ど
過

　
ぎ
た
日
中
に
よ
く
み
る
と
、
葉
が

　
濃
緑
色
と
な
っ
た
り
、
し
お
れ
た

　
り
し
て
い
ま
す
。
　
（
発
芽
と
発
芽

　
子
ど
も
が
夏
休
み
に
人
り
、
帰
省

客
も
多
く
な
り
、
交
通
の
混
乱
す
る

時
期
で
す
か
ら
事
故
に
は

後
の
生
育
の
不
良
は
虫
害
で
あ
っ

　
て
根
こ
ぶ
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

＠
病
原
菌
の
活
動
の
適
地
温
は
1
8
～

　
25
℃
で
低
温
期
に
感
染
し
易
い
と

　
い
わ
れ
ま
す
。
感
染
や
発
病
は
年

　
中
の
こ
と
で
す
。

樹
感
染
経
路
は
人
の
足
、
農
業
機
械
、

　
発
病
の
あ
っ
た
野
菜
の
屑
な
ど
で

す
。

根
こ
ぶ
病
の
防
除
法
は

q
被
害
に
あ
っ
た
こ
ぶ
は
穴
に
埋
め

　
る
か
山
林
原
野
に
埋
め
る
よ
う
に

す
る
。

⑫
連
作
を
癖
け
る
よ
う
に
す
る
。

6
排
水
不
良
地
、
低
温
地
の
栽
培
を

　
癖
け
る
よ
う
に
す
る
。

　
地
ド
水
の
水
温
が
高
く
湿
度
の
多

　
い
と
こ
ろ
に
し
か
畑
の
な
い
人
は

充
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
こ
の
期
間
中
は
主
に
過

労
、
飲
酒
運
転
の
防
止
、

ス
ピ
ー
ド
違
反
防
止
、
暴

走
族
行
為
の
取
締
を
重
点

に
行
い
ま
す
。
特
に
最
近

暴
走
族
騒
ぎ
が
深
刻
な
社

ム
、
ハ
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し

た
が
、
当
村
に
お
い
て
も

こ
れ
ら
暴
走
族
ま
が
い
の

人
達
に
よ
る
騒
音
、
安
眠

防
害
、
速
度
違
反
や
自
動

車
、
二
輪
車
の
改
造
車
が

の
行
動
や
車
の
改
造
に
注
意
し
、
甘

や
か
し
を
な
く
し
て
下
さ
る
よ
う
お

　
　
　
　
願
い
い
た
し
ま
す
。

夏の事故防止運動が

　　　実施されます
　7月21日～8月20日

目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
等
の
対
象
者
は
主
に
若
者
で
す

の
で
、
若
者
の
い
る
家
庭
で
は
夜
問

又
、
こ
の
時
期
は
飲
酒
運

転
が
増
加
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

新
潟
県
は
全
国
的
に
み
て

も
飲
酒
運
転
の
多
い
所
で

す
が
、
そ
の
中
で
も
十
日

町
警
察
署
管
内
は
特
に
多

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

運
転
者
ば
か
り
で
な
く
、

運
転
者
に
酒
を
提
供
す
る

方
も
車
で
行
動
す
る
時
は

お
互
い
に
酒
を
こ
と
わ
る

勇
気
を
持
ち
、
違
又
や
事

故
の
な
い
中
里
村
に
し
ま
し
ょ
う

完
全
に
排
水
し
て
か
ら
種
子
を
ま

　
く
よ
う
に
す
る
。

乾
燥
土
は
発
生
を
抑
制
す
る
の
で

　
可
能
な
限
り
反
転
し
て
乾
燥
に
つ

と
め
る
。

縫
早
ま
き
し
な
い
よ
う
に
適
期
に
ま

　
く
。

修
移
植
す
る
も
の
は
健
苗
を
育
成
し

て
植
え
る
。

6
石
灰
を
施
用
し
て
酸
度
を
五
、
七

　
程
度
に
す
る
。
　
（
十
a
当
り
石
灰

　
一
〇
〇
～
一
五
〇
㎏
施
用
）

σ
堆
厩
肥
を
使
用
す
る
。

侶
コ
ブ
ト
ー
ル
な
ど
の
薬
剤
を
a
当

　
り
三
㎏
以
上
を
土
に
よ
く
混
合
す

　
る
。
耕
運
機
を
か
け
る
前
に
薬
剤

　
を
半
分
散
布
し
、
残
り
を
施
肥
、

　
種
ま
き
、
定
植
の
何
れ
か
の
時
に

散
布
す
る
。

の
発
病
を
確
認
し
た
ら
早
く
ダ
コ
ニ

　
ー
ル
水
和
剤
を
水
に
溶
か
し
、
多

　
量
散
布
す
れ
ば
効
果
が
あ
り
ま
す

　
薬
剤
の
散
布
後
、
肥
料
を
水
に
溶

　
か
し
て
や
り
ま
す
と
育
成
が
よ
く

な
り
ま
す
。

薬
剤
散
布
（
施
肥
）
上
の
問
題
点

qD
地
下
水
の
水
温
が
高
い
蒸
発
畑
は

　
コ
ブ
ト
ー
ル
な
ど
の
薬
剤
を
多
量

　
に
散
布
し
て
も
効
果
の
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

吻
散
布
時
、
雨
の
多
い
年
は
充
分
な

　
効
果
を
発
揮
で
き
な
い
場
所
が
あ

　
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
高
井
三
郎

離
婚
後
も

婚
姻
中
の
氏
（
性
）

　
名
の
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
こ
の
ほ
ど
、
民
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
、
六
月
十
五

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
婚
姻
の
と
き
氏
を

改
め
た
人
は
離
婚
を
し
て
も
離
婚
後

三
ケ
月
以
内
に
、
戸
籍
法
の
定
め
る

届
出
を
す
れ
ば
婚
姻
中
に
称
し
て
い

お
知
ら
せ

1
貯
金
利
子
を

　
　
　
　
　
有
利
に
ー

　
た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
49

年
9
月
2
3
日
以
前
に
預
け
た
定
額
貯

金
の
利
息
が
有
利
に
な
る
手
続
き
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
た
氏
を
称
す
る
事

を
　
　
　
が
で
き
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
こ
の
法

律
施
行
前
三
ケ
月
以
内
（
本
年
三
月

十
五
日
）
に
離
婚
し
た
人
で
、
既
に

婚
姻
前
の
氏
に
も
ど
っ
て
い
る
人
も

本
年
九
月
十
五
日
ま
で
に
届
出
を
す

れ
ば
婚
姻
中
に
称
し
て
い
た
氏
を
再

び
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
手
続
き
は
簡
単
で
す
。
定
額
貯
金

証
書
を
近
く
の
郵
便
局
の
窓
ロ
ヘ
持

っ
て
行
く
と
「
⑯
」
の
丞
、
小
を
い
た

し
ま
す
。
こ
の
取
り
扱
い
は
昭
和
52

年
1
月
1
3
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
手
も
と
の
定
額
貯
金
証
書
を

確
か
め
た
う
え
、
ま
だ
す
ん
で
な
い

場
合
は
つ
い
で
の
折
に
で
も
こ
の
手

続
き
を
す
ま
せ
て
下
さ
い
。
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統
制
小
作
料
の

　
　
　
　
改
訂
に
つ
い
て

小
作
料
に
関
す

る
現
行
制
度
は
、

昭
和
45
年
以
前
か

ら
の
小
作
地
に
対

す
る
統
制
小
作
料

と
昭
和
45
年
以
降

の
小
作
地
に
対
す

る
標
準
小
作
料
（

昭
和
4
9
年
改
止
済

作料に

切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
統
制
小
作
料
に
つ
い
て
は

昭
和
42
年
改
正
以
来
改
正
さ
れ
な
か

っ
た
わ
け
で
す
が
、
本
年
4
月
に
小

作
料
の
量
・
同
額
の
基
準
が
別
表
の
通

り
丁
二
倍
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
改
正
文
の
中
に
「
個
々
の
小

作
契
約
に
基
づ
く
小
作
料
の
額
は
そ

れ
ぞ
れ
当
該
契
約
当
事
者
の
合
意
に

ょ
っ
て
の
み
変
更
さ
れ
る
こ
と
」
と

い
う
一
項
が
あ
り
ま
す
の
で
申
し
添

え
て
お
き
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
農
業
委
員
会
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

思
う
。今

は
な
き
姑
は
、
困
っ
た
人
が
い

る
と
何
は
さ
て
お
き
、
ま
．
ず
そ
の
人

の
世
話
を
し
た
人
だ
っ
た
。

私
も
手
伝
わ
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
た

時
な
ど
、
心
の
中
で
は
、
ま
た
余
計

な
事
を
し
て
と
不
平
壼
言
い
な
が
ら

も
、
そ
れ
以
上
に
姑
の
優
し
さ
を
す

ば
ら
し
い
な
、
な
ぜ
あ
ん
な
に
ま
で

で
き
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
だ

そ
し
て
、
人
の
苦
し
み
を
、
痛
み
を

自
分
の
も
の
と
で
き
な
い
自
分
に
、

も
ど
か
し
さ
を
は
っ
き
り
感
じ
た
。

い
つ
も
思
う
。
本
当
の
、
本
物
の

優
し
さ
を
身
に
つ
け
た
い
と
。

真
の
優
し
さ
で
触
れ
合
え
ば
お
の
ず

と
こ
ち
ら
の
気
持
ち
が
通
ず
る
。

そ
こ
か
ら
人
と
人
の
和
が
生
れ
る
の

だ
と
思
う
。
真
の
優
し
さ
が
第
一
で

あ
る
。
そ
し
て
人
生
は
毎
日
毎
日
が

そ
ん
な
勉
強
で
あ
っ
た
と
み
つ
め
直

す
今
の
自
分
で
あ
る
。

　
　
1
県
公
民
館
月
報
か
ら
ー

し
尿
処
理
場

　
　
　
　
運
転
休
止
の
お
知
ら
せ

畑

62691

24951

6
？岬

4，1

803，1

88」1

720，1

459

田

205，4

021生

22993

296，3

n3，3

綿ゆ3

067，2

i
i
亨

級等地農

級9
級m
級11

級12

級13

級14

級15

し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
テ
ツ

　
津
南
地
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
十
月
か
ら
新
施
設
で
運
転
開
始

の
予
定
で
、
昨
年
か
ら
し
尿
処
理
場

の
増
改
築
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
間
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
約
3
0

日
～
4
0
日
位
の
予
定
で
新
旧
施
設
接

　
夢
の
島
佐
渡
を
見
な
が
ら
紺
碧
の

日
本
海
沿
岸
を
走
る
越
後
七
浦
シ
ー

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
7
月
2
4
日
か
ら
8

月
22
日
ま
で
の
間
、
午
後
7
時
3
0
分

ま
で
の
営
業
時
間
を
午
後
1
0
時
ま
で

に
延
畏
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た

夏
の
大
空
を
真

赤
に
佳
抄
し
た
日

本
海
の
夕
焼
け
が
終
る
と
、
う
す
暗

い
水
平
線
に
ぽ
つ
り
、
ぽ
つ
り
と
夏

の
日
本
海
風
物
詩
、
イ
カ
釣
り
の
漁

火
が
浮
か
び
、
磯
の
香
を
含
ん
だ
潮

続
工
事
の
た
め
運
転
を
一
時
停
止
し

ま
す
。
こ
の
期
間
に
汲
取
を
予
定
し

て
い
る
方
は
、
工
事
開
始
前
か
終
了

後
に
汲
取
っ
て
も
ら
っ
て
下
さ
い
。

　
尚
、
運
転
停
止
期
日
に
つ
い
て
は

後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
。

風
が
、
日
中
の
暑
さ
を
わ
す
れ
さ
せ

る
く
ら
い
車
中
い
っ
ぱ
い
に
人
っ
て

き
ま
す
。

　
又
、
沿
線
で
は
キ
ヤ
ン
ブ
が
で
き

ま
す
し
、
夜
釣
り
の
ポ
イ
ン
ト
が
い

　
　
　
　
　
　
　
た
る
所
に
あ
り
ま

　
　
　
　
　
　
　
す
の
で
、
テ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
や
釣
竺
を
片
手
に

　
　
　
　
　
　
　
家
族
づ
れ
で
気
軽

な
ド
ラ
イ
ブ
が
楽
し
め
ま
す
。

　
む
し
暑
い
夏
の
夜
は
越
後
七
浦
シ

ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
快
適
な
夕
涼
み

ド
ラ
イ
ブ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

畑

04692

88■2

86β2

502，2

413乳

16ゆ2

698，1

0831

み
〉
の
二
本
建
て

と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
又
、
昭
和
45
年

以
前
か
ら
の
小
作

地
に
対
す
る
統
制

小
作
料
は
昭
和
茄

年
ま
で
継
続
さ
れ

そ
の
後
は
標
準
小

田

268，6

33ρ6

542，6

529，5

646，5

71βF
O

830，5

09794

さ
な
こ
と
に
も
、
喜
び
を
見
出
す
方

法
を
教
わ
り
、
一
方
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
苦
し
み
と
い
う
も
の
に

鈍
感
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
く

つ
ら
さ
、
苦
し
み
と
い
う
も
の
を
、

自
分
を
基
準
に
計
っ
て
い
た
。

病
気
に
な
ら
な
い
と
病
人
の
苦
し
み

は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
が
、
た
と
え

経
験
が
な
く
と
も
、
又
、
自
分
で
は

が
ま
ん
で
き
る
こ
と
で
も
当
人
の
気

持
ち
に
な
っ
て
考
え
ら
れ
る
人
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
つ
く
づ
く

営
業
時
間
を
延
長

利
用
し
易
く

　
　
　
な
り
ま
し
た

級等地農

級1
級2

級3
級4

級5

級6
級7
級8

？
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
…

｛
9
｝

優
系
．

と八
7
ま
で
、

点
が
多
い
。

だ
と
思
う
が
、

分
自
身
、

う
。

恩
給
法
が
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
年
が
六
ケ
月
以
上
」
と
あ
る
の

　
を
廃
止
し
た
。

◎
重
人
の
一
時
恩
給
を
請
求
で
き
る

人
の
範
囲

）α
、
下
士
官
以
上
の
軍
人
で
引
続
く

　
実
在
職
年
が
三
年
以
上
七
年
未

　
満
で
普
通
恩
給
最
短
年
限
に
達

　
し
な
い
者
。

）⑫
兵
た
る
軍
人
で
引
続
く
実
在
職

　
年
が
三
年
以
上
七
年
未
満
で
普

　
通
恩
給
最
短
年
限
に
達
し
な
い

　
者
。
　
　
　
　
1
社
会
課
1

調
定

　
　
　
　
　
　
）

シ
リ
ー
ズ
佗

ー
調
停
の
は
な
し
1

貸
金
の
返
還
、
家
屋
の
明
渡
、
交

通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
と
か
、
親

子
や
夫
婦
の
間
が
う
ま
く
行
か
な
い

　
：
こ
う
し
た
、
い
ろ
い
ろ
の
争
い

や
請
求
は
、
訴
を
お
こ
し
て
裁
判
を

受
け
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
裁
判
の

手
続
に
は
、
む
ず
か
し
い
規
則
が
あ

っ
て
、
法
律
知
識
が
必
要
で
す
し
、

費
用
や
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
う
え
、
法
延
へ
出
て
争
つ
こ
と

も
、
親
せ
き
間
や
昔
な
じ
み
の
間
が

ら
で
は
、
は
ば
か
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

手
が
る
に
早
く
、
話
し
合
い
譲
り
合

っ
て
、
納
得
の
い
く
解
決
を
あ
た
え

て
く
れ
る
の
が
調
停
で
す
。

調
停
も
裁
判
所
の
公
正
な
手
続
で

あ
り
ま
す
が
、
法
律
的
に
む
ず
か
し

い
こ
と
は
な
い
し
、
又
、
公
開
の
法
延

で
な
く
、
裁
判
官
と
調
停
委
員
と
当

事
者
が
膝
つ
き
合
わ
せ
て
話
し
合
い

納
得
ず
く
で
解
決
す
る
の
で
す
か
ら

い
や
な
後
あ
じ
も
残
ら
な
い
し
、
法

律
論
で
は
片
づ
か
な
い
妙
味
も
出
せ

る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
軍
人
に
対
す
る
一
時
恩
給
（
一
時

扶
助
料
）
の
支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ

ま
し
た
が
、
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

は
後
日
行
な
う
予
定
で
す
。

◎
改
正
内
容

　
q
引
続
く
実
在
職
年
が
三
年
以
上

　
　
七
年
未
満
の
兵
又
は
そ
の
遺
族

　
　
に
一
時
恩
給
又
は
一
時
扶
助
料

　
　
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑫
下
士
官
以
上
の
軍
人
の
一
時
恩

　
　
給
、
一
時
扶
助
料
の
支
給
要
件

　
　
の
う
ち
コ
下
士
官
以
上
の
在
職

人
間
誰
し
も
優
し
さ
を
持
っ
て
い

る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
い
行
な
い

は
誰
に
も
で
き
る
は
ず
。

け
れ
ど
も
本
当
の
優
し
さ
を
備
え
る

こ
と
は
な
か
な
か
容
易
な
こ
と
で
は

　
　
　
私
自
身
の
こ
と
を
ふ
り
返
る

　
　
本
当
の
優
し
さ
と
い
う
点
に
な

る
と
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。

　
　
　
　
こ
ん
な
自
分
に
平
気
で
い

た
の
か
と
思
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る

　
　
　
　
本
当
に
優
し
い
人
と
は

他
人
の
事
を
真
剣
に
、
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
考
え
て
あ
げ
ら
れ
る
人

　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
点
、
私
は
な

ん
と
冷
た
い
人
閲
で
あ
っ
た
か
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
な
の
だ
。

関
心
の
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
親
切

に
優
し
く
な
れ
る
が
、
関
心
外
の
こ

と
に
は
全
く
冷
淡
だ
っ
た
の
で
あ
る

根
が
陽
気
で
楽
天
的
な
せ
い
か
、
自

　
　
　
　
悩
み
と
い
う
も
の
に
は
縁

遠
い
も
の
で
あ
り
、
く
よ
く
よ
せ
ず

に
成
る
よ
う
に
な
る
さ
と
い
っ
た
ふ

　
　
加
え
て
信
仰
の
話
し
を
聞
か
せ

て
頂
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
ん
な
小

昭
和
5
1
年
度
警
察
官

　
　
　
　
　
　
　
A
（
大
学
卒
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
募
集
に
つ
い
て

　
明
春
四
月
採
用
の
新
潟
県
警
察
官

A
（
大
学
卒
）
の
採
用
試
験
が
次
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

◎
採
用
予
定
人
員
　
　
　
約
二
五
名

◎
受
付
期
間
　
　
7
月
1
日
～
31
日

◎
第
一
次
試
験
　
8
月
8
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
新
潟
中
央
警
察
署

◎
第
二
次
試
験
9
月
中
旬
予
定

　
　
　
　
　
　
新
潟
市
で

◎
受
験
資
格

　
昭
和
24
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
3
0

　
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

　
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（

　
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　
者
、
又
は
昭
和
52
年
3
月
31
日
ま

　
で
に
卒
業
見
込
み
の
者
。

詳
し
い
こ
と
は
近
く
の
警
察
署
、
派

出
所
、
駐
在
所
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い


